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北海道川上郡跡佐登鉱山硫黄鉱床調査報告

斉　藤　　正　雄菅

Sulpk皿Deposits　of　Atosanup皿i　Mine，Kawakami－gun，Hokkaiα0

　　by

Masao　Saitδ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　Geology　of　this　mine　is　composed　of　pyroxene　andesite，dacite，pyroclastic　rocks，

v・1canl6ashandsand，etc．

　　　　The　sulphur　deposits　occur　on　the　margin　of　the　centralρone　of　Mt，Atosanupuri，a

double　volcano．The　types　of　the　deposits　gare　genera11y　sublimation　and　are　formed　by　the

solfataric　action．

　　　　Alterations　of　the　bountry　rocks　afe　sulphurization，pyriti年ation，siliciflcation，、almiti．

zation　etc．

　　　　The　ores　are　constituted　of＄ublimation　sulphur，pyrite，opal，alunite　and　clay　mineraL

　　　　According　to　the　resUlls　of　surveys　in　August1952and　March　1958，sulph皿　content

of　the　ore　showed　about25％at　the阻pper　part　and　IO％at　the　lower　part。

　　　　　　　　　　　　　、

要　　旨

　　1）　跡佐登鉱山は釧路国川上郡弟子屈町にあつて，釧

　網線川場駅の南西L5km附近にあたり，立地的にきわ

㌧珍て恵まれている。

　　2）本鱗山は明治12年から稼行され，昭和19年の大

　戦による硫黄鉱山整備までに，ほぶ35，0qOtの生産実績を

　示し，昭和20年に再開し，最近では月間産出製品600t

　を超えている。

　　3）　鉱山附近は複式火山を形成し，外輪山は両輝石安

　山岩熔岩とその火山砕屑岩類からなり，中央火口丘はギ

　ラス質輝石石英安山岩を主とするその後の爆裂火口放出

　物などからなつている。

　　4）硫黄鉱床は中央火口丘の外縁で，外輪山との境界

　にほ皮環状をなして胚胎し，硫気ガスによる昇華硫黄を

　主体として，鉱染鉱を伴なつている。

　　5）　鉱床母岩は火山灰砂もしくは岩屑および各種安山

　岩であり，比較的噴煙の弱い所に富鉱体を形成する傾向

　がある。

　　6）鉱床の厚きは，とくに噴気の激しい硫気孔附近で

＊北海道支所

は塔状を示すので・きわめて不規則ではあるが・大体1

～1，5mで，その上部30cm位が上鉱部，下部品位は急

激に低下する。

　7）母岩の変質に関しては，まだすべてを究明するに

至らないが，硫黄化・硫化鉄鉱化・珪化（蛋白石化）・

明磐石化等が認められる。

　8）　硫黄鉱石は黄色ないし灰色，質粗懸であり，これ

に華硫黄・純硫黄および岩鉱がある。随伴鉱物としては

このほか硫化鉄鉱・蛋白石・明碧石・粘土鉱物等がみら

れる。

　9）　鉱石品位として鉱体上部ではS30％を上廻るが，

下部は10％程度であり，平均するとS15％前後と考え

られる。

　10）今後中央火口丘南西寄りのK・0・IM現場附近，

その他の探鉱によつて，かなりの鉱量増加が見込まれ

る。

L　緒　　言，

　硫黄資源として最も重要な位置を占める鉱染硫黄鉱床F

が，昇華硫黄鉱床ど同じく，主として過熱水蒸気の作用

によつて生成きれたものと一般に考えられセい‘る。昇華

硫黄と鉱染硫黄の鉱石に多少の差異は認められるが，現
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在もなお火山噴気ガスにより，できつっある昇華硫黄鉱

床の生成機構を究明することは，今後のこれら鉱床探査

のうえに，きわめて益するところがあると思われる1筆

者は先年海別硫黄鉱山13）を調査したが，ますますこの感

を深め，次いで同じ千島火山帯中の跡佐登鉱山の母岩の

変質研究を主とする鉱床調査を行なうことになつた・

　本調査は昭和27年8月の10日間で，まだ全般的な生

成機構の結論をだすまでには至らないが，その後昭和33

年3月に3日間の補足調査を含めて，とりあえず同鉱山

の地質・鉱床の概要をとりまとめて報告する。

　調奪中種々の御便宜をわずらわした鉱山職員各位に，

深謝の意を表する。

2．位置および交通

跡佐登鉱山は釧路国川上郡弟子屈町字川湯にあり，現

場は釧網線川湯駅の南西方直距1．5kmのアトサヌプリ

山附近に位置する。鉢石の搬出，および製錬場から駅ま
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での製品搬出はすべてトラックによつており，冬期間め

積雪も比較的少ないので，立地的にきわめて恵まれた條

件を備えているといえる。

　　　　　　　　3．鉱　　区

登録番号：釧路国採登　85号

　　　　　〃　試登　4，122号

鉱種名：硫黄

鉱業権者＝東京都千代田区大手町2の2

　　　チ
（第10巻第2号）

1
跡
佐 登硫黄鉱業K．K．

4．沿革および現況

　本地区硫黄鉱床の発見は明治12年頃で，　当時標茶ま

での鉄道を敷設して輸送原鉱を製錬した後，・釧路川沿い

に搬出していた。明治20年に安田善之助，同30年に山

田朔郎の所有となり，大正6年まで跡佐登鉱山として稼

行された。一方大正4年に長井大作が同鉱山鉱区の一部

に採掘権を得，・千才鉱山として昭和6年までにかなりの

出鉱をみている。昭和6年に両角克治が跡佐登・千才の

両鉱山を合併し，昭和19年の硫黄鉱山整備までに総計

ほ買35，000tの生産を挙げている。これまでの製錬は主

として焼取法およびダラニ法を用いていた。

　昭和26年に両角克治は野村鉱業K．Kと提携し，あ

らたに跡佐登硫黄鉱業K．K．を設立して現在に至つた

が，その後はオールスライム浮遊選鉱法を用い，湿式蒸

気製錬法により精製硫黄を得ている』た「ズしこの浮選機

および製錬法にも漸次改善が加えられ，かなりの低品位

鉱までも採鉱の対象となり，出鉱も増加してきた。

　昭租27年の月産粗館量はほダ1，500tで，そのS品

位19％前後，製品は250t位であつたが，昭和32年末で

は月産粗館量6，000t（S品位12％）』を上廻り，産出製品

は600tを超えている。このように生産が年々増加の一

途をたどつているが，従業員は100名から・150名にふく

れ上つだにすぎない。これは選鉱・製錬技術の進歩とと

もに採掘方法がかなり機械化きれ，’剥土その他にブルド

ーザーを用い，以前の鉱車・インクラインによる搬出を

廃して，すべてトラック輸送に変えたためである。

　製品の出荷先は釧路市十條化学を主とし，旭川市国策

パルプその他本州向けとなっている。

5，地形および地質

・本地方は，一千島火山帯に属する景勝の地で，跡佐登山

（510m）は複式火山を形成し，本山の北西にマクワン

チサプ、山（574m），きらにサワンチサプ山（521m）が

並んでいる。この西方に屈斜路湖があり，これらを含み

東方の摩周湖に及ぶ径20kmの大カルデラがみられ，・

釧路川は火口瀬の形で南流している（第1図）。、

　跡佐登火口丘は直径ほダ1kmの鐘状をなし，この火

口丘の東側山腹に爆裂火口を有している。現在火口丘中

には比較的噴煙が少ないが，これの縁辺で外輪山との境P

界附近は （ときに爽長な火口原もみられ），「いたるとこ

　　　＼
ろ噴気孔で満たきれ，しばしばものすごい音を立てて硫’

気ガスが上昇している。

一本鉱山附近の地質は，お、よそ新旧2期の火山岩類か
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　　　　らなっている。すなわち早期には両輝石安山岩熔岩とそ

、　　　　の火山砕屑岩類があり，後期はガラス質輝石石英安山岩

　　　　を主とし，その後の爆裂火口放出物などである。

　　　　第2図に示したように，跡佐登火山の外輪山を構成す

　　　　るものは，両輝石安山岩熔岩および同質集塊岩で，区域

　　　　の南西部丘陵地帯には角礫岩・凝灰岩等の火山砕屑岩が

　　　　多い。また狭長な火口原には火山灰砂が埋めている。中

　　　　央火口丘を形成するものは，ガラス質輝石石英安山岩

　　　　で，きわめて特徴があり，これの東側の一部に熊落爆裂

　　▼　放出物がみられる。一

　　　　両輝石安山岩は暗灰色堅緻ぞ，斑晶として斜長石》単

　　　　斜輝石＞斜方輝石が認められ，きわめてまれに石英を含

　　　　み，石基は微針状斜長石を主とした潜晶質である．本岩

　　　　中1とにしばしば捕獲岩として粗粒玄武岩質安山岩がみら

　　　　れる。鏡下で小短冊状の斜長石が多く，輝石はほとんど

　　　　緑泥石化しているが，、緻密の安山岩に近いものと思われ

　　　　る。

　　　　　　　　　　　　　　と　　　　’ガラス質輝石石英安山岩は，灰白色粗懸のものから，

　　　　淡青灰色のや＼粗懸のものである。斑晶が少なく，両輝

　　　　石のほかに僅かに他形ないし半自形石英がみられる程度

　　　　である。石基はまつたくガラス質で，ビトロフィリ既ク

　　　　石理を有し，しばしば球禍状構造があつて，玉髄箪もし

　　　　ぐは緑泥石質物が埋めている。

　　　　跡佐登山は千島火山帯中の1活火山であり『，したがつ

　　　　て北東吻南西の大構造線に支配されていることは論をま

　　　　たない。本火山鐘状火口丘にはその頂上を中心として，

　　　　放射状の亀裂が発達しており，また本岩中の節理は北北

　　　　西性のものが著しい。このほか火口丘東縁部のR現場と

　　　　W現場とを結ぶ北北西方向の構造支配がきわめて顕著に

　　　　みられる。

6．鉱　　床

　6．1概読
　本火山中央火口丘の縁辺には，既記の通りきわめて多

数の硫気孔がみられ，また火口丘の亀裂に沿つても，各

所に噴煙を上げている。硫黄鉱床はこれらの硫気孔の附

近で，主として火山灰砂・岩屑中に，一部安山岩中に昇

華硫黄どして胚胎し・これに岩鉱を伴なつている・この

なかでも比較的噴煙の弱い所か，あるいは噴気の休止し

た所に富鉱体を形成するようである。鉱床は中央火口丘

外縁にほとんど連続して環状に胚胎するが，これらを便

宜上第1・第2・第3・第4の4つの鉱床群に大別する。

第1鉱床群は区域の東部で・A・B・U・V・Wの5現，、

場を含み，第2鉱床群は区域の南寄りで，C・D”・E・

F・G現場を，第3鉱床群は区域の西側で，H・M・L

・P現場を，第4鉱床群は区域の北東寄りで，R・S・

Tの3現場を含んでいる。このほかに地域の最南部に第

2現場があり，また火口丘の亀裂に沿つてK・0・Ωの

3現場がみられる・。以上のほかにも数多の小鉱床が認め

られるが，鉱床の規模と品位の点で考慮すべきものはな

いようである。これらのうち第4鉱床群以外の鉱床は過

去現在を通じて採掘の対象となつており，また採鉱跡に

おいても10年を1輪廻として若返るということは見逃

せない事実である。最近中央火口丘中の0・K現場附近

が，主要稼行現場となってきたこどは注目に値する。

　なお第4鉱床群に現に最も噴煙の著しい所で硫気鼻を

つき，かなりの優良な昇華鉱石が認められるが，こ＼は

観光指定箇所にあたるため，当分採鉱は許きれない。第

3鉱床群中のP現場もほ穿これに近い状況を呈するが，’

ごこのものは観光季節の過ぎた年末から，翌年4月まで

の採鉱が許されている。

　各鉱床群は，その延長100ん400m，幅50～100m程

度のものが主体をなしているが，このほかにも不規則の

鉱体がいくつかみられる。

　鉱床は一般にその上部20ん40cmが優良部で，その下

1m前後が低品位鉱部，さらにその下部には，ときに

50cm程度の硫化鉄鉱に富む部分が胚胎する。

6．2各論
　第1鉱床群

　区域南東部のW現場を谷とする右長のV字形に近い鉱

床群で，股の左側の延長ほダ150m，右側の延長ほダ

400mで，・幅はいずれも30～50m位である。この股の

附近に温泉が湧出するが，これをとりまくA・B・W現

場では，主として外輪山の両輝石安山岩中に胚胎する鉱

床で，鉱石品位はよいが．きわめて薄く，一部少量の採鉱

をみた程度である。ところが股右側のV・U現場ではか

なり趣を異にする。すなわちV現場附近は主として火山

灰砂中に，U現場ではこのほかにガラス質輝右石英安山

岩中に胚胎しており，現在に至るまで主要な稼行現場と

なつている。とくにV現場のものはその範囲も広く，層

厚も1mを超える所が多く，またその北西寄りでに鉱体

下位に暗灰色含硫化鉄鉱層がみられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇
　第2鉱床群

　区域南部の丘形の鉱床群で，その延長はほy450m7

幅50～80mを有している。この丘の高い所にE・F・G

現場が，右すその所にDしC現場がある。鉱床の大部は

火山灰砂もしくは細粒角礫中に胚胎するが，すそ部では

両輝石安山岩質集塊岩中に含まれるものもある。E・F・

G現場では，大体上部から硫黄層・灰白色火山砂ないし

粗粒角礫層・火山灰層となつており，この火山灰層中σ）1
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第3図　V－U現場柱状図

　1；岩礫を含む火山灰
　2＝火山灰（上部赤色，一下部白色）

　3：含角礫火山灰
　4：褐鉄鉱

　5＝硫黄鉱体
　6＝含礫灰色凝灰岩
　7：含細粒角礫灰色凝灰岩
　8：含硫化鉄鉱凝灰岩
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2．白色火山灰

3硫黄鉱体

4淡黄灰色火出灰砂

5含細粒角礫灰白色火山砂

6硫北鉄鉱濃集部

7灰色火山灰

8含硫イヒ鉄鉱火山灰一凝灰岩

第4図F現場柱状図

上部に硫化鉄鉱の鉱染が著しく，下部は帯青暗灰色を呈

してしばしば粘土化する。硫黄鉱床の上位の表土中には

多くの安山岩岩礫炉含まれ』るが，これらの間隙にも硫黄

が認められ，これの下部で鉱床に接する附近は硫気作用

による漂白部がある・このうちのE・F現場は・』硫化鉄

鉱層を残してその大部は採掘しつぐきれ・G現場はかな

り硫気の強い所でまだ可採部を残し，D現場附近はなお

採鉱の対象となつている・

　第3鉱床群

　区域西部のL・M現場を含む「く」の字形鉱床と・そ

の北部と南部のP現場・H現場とを合わせて，第3鉱床群

とする。鉱床は両輝石安山岩中のもの，、ガラス質輝石石

英安山岩およびその集塊岩中のもの，角礫凝灰岩ないし

火山灰砂中のものと，各種の産状を示している。その延

長「くJの字形部では．550皿，P現場では400m，H現

場では120mで，幅は50ん100mである。L現場の鉱床

の主要部は両輝石安山岩中に，一部角礫凝灰岩・火山灰

砂中にみられ，前者の厚割品位ともに不規則ではある

が比較的薄く，下部にあまり見込めない。M現場とH現

場はガラス質輝石石英安山岩中に胚胎するもので，とく

に注目すべきは，M現場から北方ほy200mまでにみら

れる同質集塊岩中に，地表下5m附近まで特殊の硫黄鉱

石が認められるこ．とである。P現場はR現場に次ぐ噴気

の激しい所で，多くの塔状をなす華硫黄がみられるが，み

た目ほどその規模は大きくない。むしろ現在稼行・（3カ

所）している多少両側にそれた噴気のきほど激しくない

所が，品位は落ちても将来性のある規榛を有している。

　第4鉱床群

　区域の北東部で，R・T・S現場を含む鉱床群であ

る。このうちR現場が最も大きく，本鉱山中最も噴気の

激しい所で，その延長は400m，T・S現場の延長100

m前後，幅はいずれも50m位である。これらの鉱床は

ほとんど各種安山岩類中に胚胎するもので，とくにR現

場はその品位・鉱量ともにかなりの可採鉱量が期待でき

るが，前記の通り観光地のため当分採掘不可能である。

　その他め鉱床

　跡佐登中央火口丘には，放射状に発達す・る亀裂に沿つ

て，多くの硫黄鉱床が胚胎するが，このうちでK60・

Ω現場が代表される。とくに0現場が古くから開発き

れ，最近K現場が有望な稼行現場となつてきた。1

　0現場は現に確認されるだけで100m×100mの広さ

を有し，K現場は現在剥土により露われてきたものを合

わせ，ほダその延長200m，幅100mが確認きれ，両
現場ともまだ発展性がある。鉱床の厚さは1m前後のサ

ことが多いが，上盤あ0，3～1mは珪化漂白され，しば

しば白色明碧石を有するので，これが探鉱の指針となる

ことが多い。

　第2現場（第2図中のE）は区域の最南部1こあリジ

45m×20m程度の小露頭で，鉱床はK　q　O現場に類似

する．すなわちほ穿S20％中鉱床で・厚き1m位の上

位は安山岩岩塊を含む火山灰層で，これが珪化漂白して

明磐石を含み・ときに粘土化し・こ絶らを新期の火山砂

を挾む浮石層が被覆してい，る。上記安山岩岩塊は，鉱体

中では変質して原岩は明らかでないがシ漂白部では中央

火口丘と同じ石英安山岩である。
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7，鉱化作用と母岩の変質

　硫気ガスが岩石中に拡散するときに，その鉱化ガスか

ら供給される硫黄の量が充分でないと，岩石中の僅かタ

條件に支配きれて，その通路の附近ぞ，きわめて不規則

な範囲に鉱化作用の行なわれることは当然である。しか

しながらこの岩石が凝灰岩質岩あるいは集塊岩である場

合は，鉱化ガスの逃げ場を少なくして，比較的その浸透

力が強く，かなりの範囲に鉱床を胚胎きせるようになる。

　跡佐登鉱山においては，種々の鉱床母岩が認められる

が，その主体をなすものは火山灰砂，もしくは角礫質凝

灰岩である。これらは中央火口丘の外縁部に広く発達

し，また火口丘中あるいは外輪山の安山岩熔岩中でも，

それに新期の凝灰岩などのような火山噴出物の被覆する

所に，・比較的大きな鉱床を胚胎させているようである。

　上記の凝灰岩などを中心としてその周囲に向が恥，鉱

石品位の変化や母岩の変質の累帯配列がみられるが，そ

れらの相互関係にっいての記載は，まだ資料に乏しく割

愛する。こ、では単に鏡下での特徴などにより認めた変

質について述べる。

　すなわち，硫化鉄鉱化・硫黄化・珪化（蛋白石化）・

明碧石化・粘土化・褐鉄鉱化等である。

　硫化鉄鉱は，先に述べた通りE・F・G現場，および

V現場西部の硫黄鉱床下部にみられるが，’鏡下では各所

の母岩中にも認められ，これは母岩のFeと，鉱化ガス

中のH2Sとの化学作用によるものと考えられる。

　硫黄は，鉱化ガスの作用で母岩中の鉱物成分を運び出

した空隙，および以前からあつた空隙に遊離硫黄として’

沈躍あるいは鉱染したものである。とくにこの硫黄化の

進んだものでは，原岩中にもかなり浸透し，原岩構造を

留めないぐらいに交代されているぐとがある。安山岩質

岩では・初期には斑晶の一部に硫黄が沈殿レ・次に斑晶

の大部が硫黄で満たきれ，き，らに鉱化が進めば，石基中

にも細自状もしくは斑点状に沈積するようになる。

　以上のような場合に，母岩中の斑晶その他に含まれる

Ca・F璽・Mぎ・Alなどの一部あるいは全部が流出し，

あとに残存したSio2は蛋白石となつて普通にみられる‘

ものである、。 とくに鉱床の上盤では広範囲に漂白された

多孔質輝懸岩となつている。噴気孔附近の岩石が塔状の

薫色硫黄鉱石を中心として，漸次白色の母岩に移化して

行くのは，これも漂白作弔および蛋白肩化によるもので

ある。

・硫黄鉱床上盤の白色粗霧岩中には，明馨石の認められ

ることがあるが・、これは舘化ガス中に多量の遊離硫酸を

含むため・母岩中の斜長石と化合レてできたものと思わ

れる。この明馨石は，その輪廓をとダめた斑晶中にはほ

とんど認められないので，こ＼では主として斜長石成分

の流動の途中で明馨石化したことを示している。

　硫黄鉱床の上盤もしくは下盤の硫化鉄鉱を含む附近

に，粘土状部のみられることがあるが，これは母岩の菱

質して陶土，もしくはカオリンとなつたものが，水を含

んで粘土化したものと思われる。

　褐鉄鉱はV・U現場，その他に認められるが，これは

硫化鉄鉱もしくは鉄鉱物の二次的変質によるもので，こ

．の他地域の各所に，淡褐色ないし淡赤色の焼け状部がみ

られる。

　上記のように母岩の変質を調べるのに，原岩の性質と

鉱化ガスの性質を知ることが最大の要素となるが，・この

ほかに鉱化ガスの温度・圧力・速度なども加味されなけ，

ればならない。これら1ζ関する研究はすでに早瀬喜太郎

・向山広らによつてなされ，解明されつつある。た皮し

これらはきわめて複雑な関係にあるので，これに対する

吟味と同時に，母岩変質の相互関係の究明にういては，

今後に残きれた課題である。

8．鉱　　石

　硫黄鉱石は概して黄色ないし灰色を示し，粗懸であり

これに昇華硫黄としての華硫黄・純硫黄および岩鉱があ

る。華硫黄は噴気孔中に塔状をなして昇華した硫黄結晶

で，斜方錐体の集合からなるもので，濃黄色を呈し，不

純物はほとんど含まずS品位90％を超える。『純硫黄は

一純粋な硫黄結晶の集合からなるもので，1きわめて少ない

が岩鉱中の母岩の亀裂とか，硫化鉄鉱に富む部分など

に，脈状に貫澱いて生成されており，透明度は少ない。

岩鉱としてみられるものは，火山灰砂もしくは角礫凝灰

岩などが硫黄結晶によつて鉢染されたもので，淡黄灰色F

ないし灰色を示し，ゼ般に品位は低い。このほか特殊な

鉱石としてM現場北方の石英安山岩質集塊岩中のものが

ある。こ㌧では岩塊の直径0。3～5mの中心部に硫黄が

鉱染し，またこれらの岩塊をとりまく砂質凝灰岩，もし

くは角礫凝灰岩中に鉱染して，S60％にも達するフィル

ム状の優良鉱石を有している・、

　鉱化の進んだ硫黄鉱石を鏡下に橡するζ，大きな硫薫

結晶の集合体となつている場合もあ1るが，他鉱物と微粒

の集合体をなして濁つている鴬と、が多い。．

　硫黄鉱床の下位に硫化鉄鉱に富む部分があるが，概し

てそこは暗灰色凝灰岩層なし）レ粘土層を形成している。

硫化鉄鉱は空洞に微粒状の集合をなすこ≒もある魁蛋

白石化した部分に散点したり、一部の斑晶中に集中する

ことがある。
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　蛋白石は最も広くみられるもので，硫黄鉱石中では母

岩の斑晶，その他の残留珪酸として硫黄に先行して形成

され，また蛋白石の微粒が，硫黄と集合体をなしている

のがしばしばみうけられる。蛋白石のなかには球類状を

なしているものがある。

　明磐石は蛋白石化した部分の空隙を埋めている場合

と，硫黄に包まれている場合があり，概して針状ないし

鱗片状を呈する。

く，場合によつてはK・M・03現場が連絡する見込み

もでてきた。したがつて，今後の探鉱の主眼はこの地区

に向けられるべきで・加えて0・M現場西麓に特殊な鉱

床が胚胎することからみて，試錐による中央火口丘西側

下部の探査が必要であろう。このほかにも第2鉱床群の

硫化鉄鉱の下部と，第2現場附近の今後の探鉱に期待が一

もてる。

　　　　　　　（昭和27年8月，33年3月調査）

第1表
試料採取
現　　場

u現場
V
F
F
G
L

〃

〃

〃

〃

〃

第2（王D”

試料
番号

1
2
3
4
5
7
6

試料採取
厚き（cm）

100

90

80

50

70

S
（％）

19．69

13．62

24．80

31．66

21．21

56，04

18．63

Sio2
（％）

79，69

39．09

Fe
（％）

0．53

A1203
（％）

1．08

CaO
（％）

0．16

MgO
（％）

2，58．

備 考

平　　均　　鉱、

下部貧鉱部
下部硫化鉱
上部1硫黄鉱

含硫化鉄鉱硫黄鉱

上　　　　鉱
灰白色部平均鉱

分析：狛’　武

　　　　　　　9．品　　位

　鉱石品位としては，一般に鉱体上部のものがS30％

前後，下部の貧鉱部でS10～15％程度である。

　各現場で採取した試料の分析結果は第1表の通りであ

る。たyしこれによつて本鉱山鉱床群の全平均品位を推

F一定するにはたらない。

　昇華硫黄鉱床の可採鉱量を算定することはきわめて困

難である。それは現在もなお鉱化ガスが盛んに噴気して

おり，採鉱跡でも再度昇華鉱染して鉱床を再生していぐ

からである。　またその庫さも不規則で，鉱床の上部が

優良，下部が急激に低下する。このような事情のため・

　　　　　　　　　　　し鉱量の算定は困難であるからこれを割愛した。　　’

　　　　　　　1α結　言

　　　　　　　　　　　　本鉱山の硫黄錺床は，主として跡佐登複式火山の外輪

忠と，中央火口丘との境界附近に胚胎する昇華硫黄鉱床

で，現在もなおその生成が行なわれてぐ・る。　明治12年

から稼行され，その間変遷はあるが・現在までにかなり

の出鉱をみ，鉱床も10年を1輪廻として若返つている

ようである。おも尽鉱床を第1～第4の4鉱床群匹分け

た。このうち第4鉱床群は観光指定区域にあたるため，

こ、当分の採鉱は不可能となつている。

　中央次口丘上に胚胎するO・K現場は最近の採鉱・掘

進により急激に鉱量が増大し・，しかもなお今後の剥土そ

の他の採鉱により，1その賦存範囲を拡げる珂能性が濃
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